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区分 （1）当初の計画以上に進展している。
理由
楽曲における木構造生成において，漸進的構築モデルを具体化したことは本研究プロジェクト遂行上における重要な進展である．漸進的構築モデルとは曲全体を
パーサに一度に渡すことではなく，我々の音楽認知と同様に音楽を聴きながら時間を追って構文木を構築していく方法であり，文法理論と認知モデルの統合への
端緒となる．さらに論理記号を用いたことにより，部分木の情報の統合を構成的に全体意味に反映させることができた．また，音楽構造の木構造解析を容易に行
うためのWebベースのツールの開発を行い，音楽構造の利用法をデモンストレーションするためのシステムを構築した．我々はかねてより木構造の類似性検証にも
成果を挙げており，木構造を確率的に表現し確率分布間の距離として類似性を定義し，相対擬補元を定義するアプローチを検討した． 
 また文法獲得においては，機械学習の成果を援用しており，自動作曲・編曲の複数のタスクに関して，各タスクの性質に合わせて確率モデルやルールベースなど
の適切なアプローチを採用して定式化およびシステムの実装を行った．しかしタスクごとに異なる定式化となっているため，より統一的な視点からの定式化が望
まれる．さらに，深層生成モデルを用いて大量の楽譜データからそこに内在する文法規則を教師なし学習させる技術について進展があった． 
 認知モデルの構築においては，既存曲の分析を行い，ピッチとリズムの格子空間にガウシアンに基づく確率分布を生成した．また木構造を用いた認知的音楽理論
の拡張として，短期記憶や動的な聴取モデルの形式化に取り組んだ．これら認知モデルの応用として会議録解析をおこない，ミーティングレコーダーと呼ばれる
システムを開発して1年間運用し，会議中の発話内容以外に顔特徴や心拍数を測定した．同時に「集中」「混乱」などの心的状態ラベルを発言者に付与した．
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文法発見においてはGTTMなどによる分析的な手法に加えて，機械学習による統計的な手法を応用する試みを続けているところであるが，2019年度は比較対照のた
め音楽家による音楽構造木の分析データを蓄積した．さらに特筆すべきは，構文木生成において楽曲の進行に合わせて漸進的に木を構築していくモデルに行き着
いたことであり，我々の認知モデルにも合致した木構造の生成を提案した．この木構造においては，論理学の記号を用いて予測に関するアノテーションを行うこ
とも併せて提案した．論理記号を用いることは，構成的な意味論，すなわち部分木の情報の統合が全体のゲシュタルトを形成するという考え方に沿うものであ
る． 
 また音楽言語モデルを考慮することにより，音楽的に妥当な楽譜を出力できる自動採譜システムの研究を進めた．具体的には，歌声・ドラム自動採譜において，
音符系列やドラムパターンに内在する複雑な構造を，深層生成モデルを用いてモデル化することを試みた．さらに，隠れマルコフモデルを用いた和声からのベー
スパートの生成，ルールベースによる自動編曲システムなどを実現した． 
 上記音楽モデルはより一般的な認知モデルにも発展可能なものである．2019年度は既存曲のピッチ情報から，ピッチ格子空間内にガウシアンに基づくピッチの分
布を生成し，既存曲の分析および類似曲の生成を行うシステムを開発した．また，人間の認知特性の一つである聴覚ゲシュタルトを考慮して，複数時系列データ
の音楽表現の提案を行った．これらの手法は音楽以外のメディアにも応用され，会議における一連の発言の時系列に対してさまざまなメタ情報を収集して分析
し，ディスカッションに含まれる重要発言の抽出を行った． 
 さらに機械学習を用いては，活性化関数に振動関数を用いるニューラルネットワークで任意の信号を学習・生成する方式を考案し，そのフィージビリティスタ
ディを行った． 
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